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10.被子植物双子葉類の花粉

前回では裸子植物つまりマツ･モミその他の毬果類

やソテツ和どの花粉の形を説明した.今回は現在私た

ちがみる植物界において重要海部分をしめている被子

植物のうち双子葉類の花粉についてその形とそれによ

ってわかることなどを説明してみよう.

双子葉植物というのは胚珠が子房の中に蔵われてあ

ってさらに子葉か2枚のものをいうのだが俗には潤

(広)葉樹(葉の巾の広いもの)という仲間がこの中の大部

分をしめている.また別の見方からすれば樹木あり灌

木あり過去の地質時代に繁茂した植物でも重要た部分

をしめていたと考えてもよいだろう.ただしあとで述

べるように中生代以降には実際に化石として残ってい

るが古生代の地層から被子植物化石として出たものは

確定的でなく目下研究されているといった段階である

この双子葉類に入る植物はミ日本植物名彙･でちょ

っとひいてみてもおよそ数千属あって実に多い.し

かし化石として認められているもの東亜に現生してい

るもの東亜に現生していなくても地質時代に生育して

いて重要と認められているものなどに限ってまとめて

みるとその花粉形はそう多くない.以前にのべた

FaegriとIversenの分類によると約20の区分ができ

る.ことに双子葉植物の花粉形には有翼型や有縁型

が絶対に見られないし対称的でない形をもつものは

きわめてまれである.すべて花粉管孔と溝の規貝リ的祖

配置という一般的特性が支配している.そのうちここ

ではおもなものだけを取り上げてみると次の型の中

に入ってしまう.

無孔型…･ドロノキ(Populus)･クスノキ(Cinnamo･

mum)その他

4集粒型･…シャクナグ科(Er三｡aceae)その他

単溝型…一モクレン(Magnolia)･スイレン科(Nymph･

aeaCeae)その他

5溝型･…カエデ(Acer)･スズカケノキ(PIatanus)･

トネリコ(Fraxinus)その他

3孔型…･ヤマモモ(Myrica)･フヂバシデ(Engelhardtia)

シラカンバ(Betula)｡カリア(Carya)･ク

マシデ(Carpinus)･エノキ(Celtis)･ハシバ'

ミ(Cory1us)･ノグルミ(Platicarya)その他

5溝孔型･…ヤナギ(Sa1ix)･クリ(Castanea)･ナラ

(Quercus)･キヅタ(Hedera)･ニッサ(Nyssa)

多孔型･

徳永童元

･ミツガシワ(Menyanthes)･ブナ(Fagus)

･モチノキ(I-ex)･シナノキ(Tilia)･ミズキ

(Comus)･タラノキ(Ara1ia)･キク科(Com-

positae)その他

･a.ハンノキ(Alnus)･サハグルミ(Ptero･

carya)･アサダ(Ostrya)･ニレ

(Ulmus)･ケヤキ(Zelkova)その他

b.フウ(Liquidambar)その他

｡｡クルミ(Juglans)その他

その他の型

これらの中で無礼粒は裸子植物のイチイ科のものと

同じ形ではあるけれども被子植物には比較的少なく多

孔型のものでa.としたのは粒の赤道面のへりに花粉

管孔が配列しているものb.としたのは球の全面に管

孔が散在しているものC.は球の半球内に管孔がある

ものなどである.その他の型としたもののうちには

参集粒型(Poiyadeae)合流口粒型(SyncOlpat･)多溝

粒(Stephanocolpate)などがあるが花粉分析のうえか

らは重要な花粉は少榊'.

P0則1㎜･1無孔型やや球形約24～37μ.外膜はうす

く非常にこまかい網目状の模様があり一見粒状のよう

にみえる.内膜はあつくて2μ以上あるものが多い.

C量皿n8㎜･㎜㎜m1無孔型約40μ.表面には細かい突

起模様があるが全般的には斑状にみえ裸子植物の無

孔型とは区別できる.化学処理をすると粒は収縮す

ることがある.

眺ia㏄a･:普通4集粒型であるがまれに単粒のも

のがある(Enkianthusなど).粒の集合の形には前に

のべたように4種類あるがこのEricaceaeのものは

正4面体である.単粒をみると3溝孔をそなえ2つ

の球にまたがる港カミある.大きさは最小20μ最大70μ

の範囲にある.この科の中には多くの種類があるがこ

こでは省略する.4集粒型にはNymphaeaceaeがある.

胴帥･旦量眺単溝型楕円形でボｰト状をだしている

溝は長く深い.粒は40～60μ.外膜はやや平滑で少し

粒状.この形は裸子植物のソテツ･イチョウなど似てい

る淡これらよりも溝が長く大きいことで区別される.

Nym曲&㊤&㏄副e;多くは単溝1型溝の形にも種々ある�
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①aspidate醜

②管孔の形

が粒の周囲をとりまいたような位置にある.25～65μ

A㏄･1磯型28～36μ双子葉植物の花粉としては

小さい方である.溝は粒が湿ると大きくひらきその

中央に管孔がかすかに認められるものもある.外膜の

表面には細かい網目状模様または線状模様カミある.

H幽亙皿s;3溝型約20～25μ.溝は比較的小さい外

形はややだ円形.外膜はしわのよったような外観を示す.

眺眺童m目;5溝型時には4～5溝のあることが認

められる.20～25μ.外形は扁平で少し角ばってい

る.外膜には網目状の模様カミある.溝は極の方に細

くなっている.

晦｡i.a;3孔型全体としてやや局長形で極からみ

れば3角形に近い.各色には管孔カミある.外膜はわ

ずかに粗粒の模様がありBetu1aやCOry1us校どより

も管孔が突出している.25～30μ.

狸㎎舳｡｡砒ia;3孔型外観は扁平形で19～22μ.孔

の形はだ円形で外膜はわずかに粒状.孔の下部の膜が

厚くなって管孔はもり上ったように見える.

眺伽亘a;3孔型だが時には4～7孔をもつものがあ

る.20～40μ.管孔はAspidateといって第1図の

ようだ形をなし外膜の表面はやや粒状を呈している.

C趾y洲5孔型球形だが扁平.40～50μで花粉と

しては大形の方である.管孔の形は短くだ円形.管

孔の配列は赤道面のへりにあるが1部のものは背部の

方に少しずれていることもある.3個以上管孔がある

ときは各々粒の中心から120｡づつの角度をなしている.

粒の外膜は粒状または平滑.

C蛆pimo:3孔型Be亡ulaに似ているカミさらに球形

管孔のまわりは薄い.その突出の程度は少ない.'粒

の外膜は比較的平滑である.

C.lti｡;3孔型球形40μ前後.管孔は円形でAs-

pidate型をしている.粒表面は粒状模様が顕著であ

る.内膜は外膜より幾分厚い.(第2図)

Betula形

Myrica形

Corylusヲ修

Carpinus形③表面模様

A:pisilaにeB:veticu1ate

C:striateD:orn飢e

Co｡加｡;5孔型球形全体の形はBetulaと似て

いる.20～27μ.管孔はややだ円形.周囲は幾分

肥厚している.

P1就y¢鮒y&;3孔型三角形の外形を示す.11～

15μの大きさ.管孔はやや縦に長くCOrylusに似て外

膜はあらい模様を示しわすか1こ粒状.

S81ix;5溝孔型ほぼ球形.溝の形は類溝孔ともい

って溝の中にやや膨れた部分がある.粒の表面には粒

状のこまかい模様がある.20～40μ.

C舳t8n･a;3溝孔型やや長球状形.外膜は平滑.

10～18μで非常に小さい.溝は長くて極でつ荏がって

いるようにみえ両側はまきこむようになっている.

細砒㎝o;5議孔型時には4溝孔をもっているもの

もある.長球形.溝の中には透明な柱状物体が見ら

れることもあり類溝孔粒といわれることもある.外膜

は粒状でこの形に似ているものは多い.

跳O舳:5溝孔型32～50μ.やや長球状形.外

膜は厚く網目状を呈している.管孔は縦に長い.

Ny醐;3溝孔30～40μ.管孔は大きく4～5μ

Psi1ate型の表面模様をもっている.外形は3角形に

近い.

亙a馴s言3溝孔型扁球～長球型外形はQuercus

に似ているが外膜はQuercusより厚く表面にこまか

い粒状もようがある.溝は長くせまく極近くまでの

びている.Psilate型の表面模様.管孔は比較的小

さい.30～50μ.

I1卿3溝型または類溝孔型扁平体形.粒の表面に

は一面に顕著な突起模様があって棒状の突起は一見粒

状のようにもみえる.溝は広く長い.23～30μ.

Ti1i8;3溝孔型過扁平体形.外膜は厚く表面は平

滑で時にはこまかい網目状の模様のみえることがある

管孔は粒の内側に丸く入っているようにみえるが孔の�
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⑤Liquidambarのスケッチ

(Wodehouse1935から)

(1フ

Qθ

④Alnus形の花粉の部分名称

(PHu91957カ､ら)

まわりに肥厚部カ∫ある.14～50μ.

⑥Juglansの模式図

(Wodehouse1935から)

Co亙苅u･;3溝孔型畏球形.大形で表面は幾分こま

かい粒状を示し外形は角はった感じである.50～70μ.

溝の中には透明の柱状物体がみられることがある.

A･軸&;3溝孔型扁平形.製面は網目状のもよう

カミあり管孔はたてに長v･.外膜は厚くとくに赤道部に

おいて膨れ円錐を上下にあわせたような外形を示す.

20～40μ.

C･岬08脆舳非常に多くの種類があるカミ大部分は3

溝孔型.粒の表面には一面に顕著な疎カミありその疎は

基部太く種々の形のものがある.外膜は多少粒状で管

孔は2重にみえる複雑な形を呈している.15～30μ.

腕w8㎜曲e813溝孔型長球状形.粒の表面には

はっきりした線状の模様がある.管孔の方に近づくに

つれ粒表面の模様は複雑となる.30～50μ.

A1n似･;多孔粒孔は赤道面縁にある.4～6個.孔

の形はだ円形または狭長.Aspidate形.管孔の周囲

の外膜は厚くなり隣接した孔まで帯(arCuS)があるの

�
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舳､J綿

_1弗⑧管孔の形

蛋養壮ギ㍗
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⑦管孔の形(PHu91953から)

が特長.20～30μ｡外形は扇平多角形.(第4図)

胱em舳卵:多孔粒扁平.管孔は3～7個.赤

道縁をはさんで上下に多少配列している傾向がある.

外膜はわずかに粒状.27～35μ.管孔は相当突出し

ている.Aspidate型.

○目姉a;多孔型管孔はだ円形.3～4個.外形はや

や膨れた3角形を呈する1粒の表面には多少のしわがよ

っている.25～30.全体としてBetulaに似ている.

㎜㎜阯･1多孔型扁平体形.管孔の形はだ円形赤

道縁上に配列している.外膜は平滑内膜は厚くその

ため外膜は多少しわがあるようにみえる.23～30μ.

Z･1k･va;多孔型扁球形.2～7個の管孔は赤道

縁上に配列している.全体としては角形を呈し外膜

には顕著赦しわカ主あるのが特長.13～40μ.

阯叩地㎜b駅1多孔型やや球形.12～20個の管孔

が球の全面に散在している.管孔は多少突出しほぼ円

形.孔の配列は規則性なく同型のものと比較して大きく

径6～10μを示すものがある.`粒は35～40μ.(第5図)

Jug1㎝洲多孔粒扁平.管孔はだ円または円形.

孔の周辺は丸い厚い膜がとりまいている.管孔の配列

は半球に限られる.表面模様は粒状.35～42μ.

Liquidambarの管孔にくらべ小さい.(第6図)

たくさんの花粉の中からごく少数をとりあげて簡単に説

明したカミ言葉の表現ではその詳しいことを現わしにく

い.どれも同じよう荏現わし方に狂ってしまういわ

ゆる術語というものカミこの花粉の形態上についてもた

くさんあってそのうちでどうしても図解を必要とする

ものがある.次にこれらについて説明しょう.

11.被子植物花粉の部分の名前

この講座の第3回で花粉の見わけ方についての基本的

なことをのべた.その時花粉管孔の形態上の特長や粒�
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⑨焦点の移動にともなう表面模濠の変化

の表面の種々な形狂どについてふれたかったか被子植

物の花粉を分類する上にはどうしてもこうしたことカミ

必要なのでおもなものをあげてみよう.

管孔の形についてはCory1usのところでいくつ

か示したがドイツのフル}ク(P趾g)はさらに詳し

く観察し次のような術語をつかってわけている.

(第7･第8図)また花粉粒の外膜にもいろいろの突起があ

って前回にもある程度説明したカミ実際に花粉の形態を

観察する際に使われる術語科･くつかある.これらは

言葉で説明しても不じゅうぶん荏ので図解することに

しよう.

術語

∀er=Yerrucate(涜状)co1ヨCo1umellae

ge㎜=Gemmatetec=Tectum

bac=Baculate(perf)=perforate穴状

｡la:Clavate(conj)三joint連結状

ech:Echinate(鯨状)

またこうした突起のある粒の表面を外部からみると

次のようにみえ第9図の横にある線は焦点のあった面

を示している.粒の表面ぽ突起物がなくて条などがあ

芦aegri&Iversen1950から

る場合次のような表現をする.

rug.=mgulate模様(1,2,3)

str.呈striate(条)模様(4,5,6)

ret.=reti㎝late(網目状)模様(7,8,9)

こうした表現をやや詳しくとり上げたのはこれらカミほ

とんど被子植物双子葉花粉に現れるためで属や種の区

別にはなくてならぬことである.(第10図)こうしたい

ろいろの要素をとり上げて花粉を鑑定するわけだが新

しい時代のものから古い時代のものえとさかのぼってゆ

くと次にその植物の名前をきめるのがむずかしくな

る.そこで一体古い方はいつごろこかちわかるのだ

ろうかたどって考えてみよう.

12.被子植物はいつごろ出現したか

地球の歴史の変化とともに植物界w'ろいろの変化を

うけて今日に至っているわけだカミ私たちかみる植物の

系統的発達の証拠の上で被子植物がいつごろこの地球

上に現れたのだろうか.……V･いかえればV･つごろ

下等植物から被子植物としての完全な姿になったか非

常に興味がある.前にもいったように被子植物の花

一�����

,�地質時代�,�植�物�界

一�'����

新�第�4�紀��

生�一����

代�顕花植物の優勢����

第�3�紀���

中�白�亜�紀�題化植物が優勢と匁る�

■一'■�����

生�ジ�ユ�ラ�紀�

代�ソテツ類を含む裸子植物の全盛期����

一一一�畳�紀���

一�����

二�畳�紀�寒冷乾燥･湿地性シグ植物の繁茂��

古�石�炭�紀�シダ植物期の全盛�

■一一`�����

デ�ポ�ン�紀�陸棲植物･シダ植物の漸増�

生�一■凹''�''■'■�一��

シ�ル�ノレ�紀�シダ植物の閑現�

■�1�一���

1�代�オルドウィス紀�藻類･化石の証拠少ない��

1�■一�'�'��

I�カムブリア紀�酸類���

L.Benson著書から1957P.410

粒の表面膜様のいろいろ�
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粉というものはほかの裸子植物や隠花植物の炮子匁ど

とぱはっきりと区別できるのでこれさ克発屍できれ

ばその起源の時期をはっきりさせることができる.

この点からの研究はここ10年はかりあちこちで行狂わ

れた.花粉化石ばかりでなく大形の植物化石の資料

から少し眺めてみよう.

インドのジュラ紀の地層中から出たHomoxyl㎝とい

う材の化石ははじめ双子葉植物とされたがその後研

究の結果から裸子植物ベネチス類に属すものと判明し

た.またドイツの褐ユラ(BrownJura)の地層から

出たSuevioxylonも導管の輸状の配列から被子植物と

されたけれどもこれもやがて裸子植物のグネツム類で

あると鑑定された.その他にもグリｰンランド東部の

中生代三畳紀後期のレｰチック期の地層中から発見され

た植物の表皮細胞の化石カミ被子植物のものであるとされ

とくに網目状の葉脈は明らかに双子葉植物のものといわ

れたがこれは今では実生羊歯(みしようしだ類)と考

えられている.こうして中生ジュラ紀以前の地層の申

から産出した証拠は注がなか得られない.

一方微植物の方から見るとソ連のナウモヴァ(Nau･

mOVa)はモスコウ盆地の古生代下部石炭系の地層から

ミ被子植物の花粉"を見出している.またスエｰデン

のエノレドマン(Erdtman)は北西スカニア地方のジュラ

紀前期の地層からTricolpate型つまり3溝型のトチウ

科(Eucommiaceae)の花粉をみつけ出している.古

生層産のミ花粉"はまだ異論が多いカミとにかく古生代

のある時期に被子植物の祖先型カミあったのではないか

と予想することもできる.

米国地質調査所のスコット(ScOtt)･レオポルド(Leo･

花粉のいろいろ

肋〃1刎8加あ0〃〃ハコヤナギ

約x1OOO(無孔型現生)

po1d)などはこうした事実を総合して結局被子植物は

古生代後期に地球のエ部は現れたかもしれないがそこ

から繁栄することがなく熱帯性の高地にひつそくして育

っていた.そして中生代の白壁紀になって急に勢をえ

て繁栄したと考えている.被子植物がはっきりしてき

たのは古生代かジ皿ラ紀かまだ完全に解決されたわ

けではないのでそのあたりにこの花粉学の1つの大き

な課題があるともいえる.次回は被子植物単子葉類と

隠花植物の胞子について説明しよう.(筆者は燃料部石炭課)

この回の参考文献
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上野実朗:Po11㎝morpho1ogyintheEricaceae(植物学

雑誌vol.63No.742.1950)

刮倮�潤�������牡楮���慷�����

R加∂o6粥伽㈱κ銚加まヒカゲツツジ約x1OOO

(Ericaceaeシャクナゲ科)(4集粒型現生)�
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脳"9刻0κα97α〃ξプ0κα

(タイサンボク)約x1OOO

(里溝型現生)

〃〃桃吻0肋刎

ミヅデカヘデ約X1000

(3溝型現生)

刀θ免ξ閉加g7σ

モチノミ約X1000

(3溝孔型現生)

物カ6α9〃肋κα

ヤマモモ約X1000

(3孔型現生)

1切g刎ε6焔閉α〃

ブナ約X1OOO

(3溝孔型現生)

況〃〃∫"刎必59""

ツタウルシ約X1000

(3溝孔型現生)

C吻伽舳8ωゆ肋｡ξ伽s

クマシデ約X1OOO

(3孔型現生)

∫〃9畑勿8S加肋〃伽“α

オニグルミ約X1OOO

(多孔型現生)

Q〃87C"∫カ〃ξ〃y7"30ξ635

ウマメガシ約X1000

(3溝孔型現生)

〃例3ゴ功0〃肋

ハンノキ約X1000

(多孔型現生)

〃ε肋ま柳0肋畑

ミツバアケビ約X1000

(参集粒型現生)�


